
環境にイイこと、プラス。 低炭素社会の構築「環境にやさしいお買い物」

「eco!on」の商品

　特別なものではなく、日常生活に欠かせ
ない商品を環境に配慮したものにすること
で、地球環境保全に貢献していることに
なります。「eco!on」は、たくさんのお客
様と一緒に低炭素社会・持続可能社会
を築いていくことを目指しています。

このタグが
目印です！

●特別栽培の無洗米●マグボトル ●カルキュロ エコ
　紳士用ドレスシャツリサイクルボックスで回収

した牛乳パックが原料
何度も繰り返し使用でき
るのでゴミを出さない

お米を研がないため
河川を汚さない

●泡のハンドソープ
店舗から出た使用
済み食用油が原料

●さとうきびうまれのプレート・ボウル
木材を使わないでさとうきびから
作ったボウル

●洗濯洗剤
植物原料の使用は大気中のCO2（※）
の増加抑制に貢献
※1990年当社商品に比べCO2排出量を51％削減

●アローザ トイレットペーパー

おかいもの革命！リサーチャーズクラブ

　消費者がお買いものの中で感じている
素朴な「？」や「あったらいいな！」という
アイディアを持ちより、お店と一緒に考
え・実現する場として「おかいもの革命！
リサーチャーズクラブ」がアピタ千代田橋
店を拠点に活動を行っています。

●モリゾー・キッコロ ショッピングバッグ
レジ袋を使わないためのショッピングバッグ

使用済みペットボトルが原料

あなたの商品には、お客様にお
勧めしたい環境面でのセールス
ポイントがあるか。

環境配慮商品
　地球温暖化を防止し、持続可能な社会を構築していくために、毎日のお買い物に「環境負荷が少ない」という視点で品選びしていただくこと
も大切です。ユニーでは原料や製造過程、容器包装、使用時の環境負荷を低減した商品をお客様に購入していただくことが地球環境を守ること
につながると考え、そうした商品の品揃えや商品開発に努めています。

環境に配慮したオリジナル商品「eco!on」（エコオン）
　ユニーはPB（プライベートブランド）・SB（ストアブランド）商品を開発するうえで、特に環境に配慮した商品をサブブランド「eco!on」（エコオン）
として、パッケージやタグにこのロゴを付けて販売しています。審査は、「eco!on」申請書と添付資料をもとに行い、特に商品開発担当者の「環
境配慮への思い、ストーリー」についても審査します。その思いには、「現在だけではなく未来の地球環境に対する責任」や「購入していただく
お客様へのメッセージ」「生産者のこだわり」などが入っています。また、生産現場や製造工程を視察し、審査します。

「eco!on」の考え方
　「eco!on」は、環境負荷の少ない安全安心な商品
を提供することにより、お客様の快適な生活を支援
し、持続可能な社会構築をお客様と一緒に推進して
いくことを目指しています。また、環境配慮商品を生
産する生産者を支援します。

消費者からの応援
　従来、品揃えや商品開発は、メーカーと小売業が担い、「買う側」である消費者の意見や要望がなかなか反映されていませんでした。ユニー
も開発担当者が環境配慮への思いを込めてメーカーと取り組み、製造した商品を販売していました。ところが期待どおりには販売数が伸びないこ
とがありました。そこで、「買う側」である消費者と商品開発担当が一緒に考え作り上げ、他の消費者に伝える活動を行いました。
　今後はさらに、「どんな商品を開発してほしいか」「作り上げた商品の使い勝手はいかがか」「他の消費者に伝えるにはどうしたよいか」など、
ユニーと一緒に「eco!on」の開発を応援していただきます。

「eco!on」商品が販売されるまで
　商品部の商品開発担当者がオリジナル商品を開発し、環境配慮商品「eco!on」の認定を受けるため、商品やメーカーに関する情報や認証な
どの資料を添えて、第三者審査委員会に提出します。

お客様と一緒に育てていく環境配慮型商品です

ユニーが定める品質基準を満たしています

ユニーが定める環境に配慮した生産条件を満たしています

「eco!on」第三者審査委員会で審査を受け認定されています（毎年見直しを実施）

■申請者および商品情報…申請者は商品名、販売期間、売価、販売数量など
■消費者へアピールしたいエコ・セールスポイント…商品のライフスタイル（製造・生産→流通・販売→消費・使用→廃棄）に応じた環境配慮への取り組み
■商品の最終製造工場の第三者認証の取得状況…
　・商品の最終製造工場の環境マネジメントシステム、第三者認証の取得状況
　・情報開示状況（環境レポート、ホームページなどでの環境への取り組み情報の開示状況）

再生資源を原料にして
いたり、廃棄時に環境
汚染を防止するなどの
工夫があるか。

第三者審査委員会へ提出 評価・認定を受けた商品のみ「eco!on」（エコオン）として販売！

セールスポイント 商品機能

容器包装

提出資料の作成

製造事業者

「環境にやさしい」機能を
持っているか。（マイバッ
グ、雨水利用タンクなど）

●商品の最終製造工程の企業は、第三者認証による
環境マネジメントシステム（ISO14001、エコステー
ジ、エコアクション21、KESなど）を取得、もしく
は環境方針を掲げ、その情報を公開しているか。
●商品のトレーサビリティは確保されているか。

●過剰包装ではないか。
●再生資源やバイオマスプラスチックなどを使用しているか。

ユ
ニ
ー
で
の
チ
ェ
ッ
ク

イイことカフェ

　開発にあたり、以下の事を考慮し進めています。
1. eco!on商品がユニー㈱にとって 企業価値を上げるブランドであること
2. eco!on商品がお客様にとって圧倒的な存在感をもって
　受け入れられること
3. eco!on商品が開発者、販売者にとって、誇りがもてること
4. eco!on商品が住関本部に利益をもたらすこと
　商品が一次機能を満たすだけなら、お客様は価格で選択します。
eco!onブランドを育てることで、「ユニーの環境の考え方」「お客様の求める環境スタイル」
などが価値となり、お客様に選択されるブランドになっていくと思います。まだまだ、開発途上
ですが、今後も価値ある商品の開発を進めていきたいと思います。

eco!on開発の考え方

　「牛乳パック生まれのキッチンタオル」
について私が商品開発したキッチンタオ
ルが、eco!on第三者審査委員会の審
査を通り、販売されることになりました。
このキッチンタオルは回収した牛乳パッ
クを原料に使うことで、環境保全・高
品質・安全を同時に実現しました。牛乳パックは再生紙でありな
がらパルプと同等の上質原料であり、使用感や安全性はパルプ
100％の商品と同等です。さらに生産ロット毎に食品衛生試験
および蛍光剤反応試験を実施し、安全性を補完しています。

新商品キッチンタオルの商品開発

　マイeco!onマグボトルをアピタの喫茶・飲食テナントの協力店に持参して、コーヒーやお茶などを入れて（有料）もら
えるサービスを実施しています。マグボトルの飲み物を飲み終わっても補充することができ、保温効果が高いので、熱い
ものは熱く、冷たいものは冷たく、適温で飲むことができます。

第三者審査委員会
　「eco!on」の認定は、社内審査だけではなく、専門家や有識者の方々による第三者審査委員会で
審議していただいています。審査基準を満たした商品だけを「eco!on」として販売しています。

　消費者・生産者そしてユニーの3者が協
力して「eco!on」商品を開発・販売すること
により、持続可能な社会を構築しようという姿
勢を評価したいと思います。使えば使うほど環
境にやさしい商品が増えることは、未来の地
球環境にも現在の私達にとっても嬉しいこと
であり、生産者やユニーにとっては企業の発
展につながることになります。すべてのステー
クホルダーの満足が得られるような企業経営
のあり方を今後も継続してほしいと応援してい
ます。

持続可能な社会を構築する姿勢

石崎美英
財団法人日本消費生活アドバイザー・

コンサルタント協会

　今、日本は東北の災害から生活の基軸が大きく変わりつつあ
る。安心、安全、エネルギー、資源、幸せや豊かな生活感等、
従来、是とされた概念が原点から見直されている。戦後65年間
は、生産する人々の視点に立ったものであったのだろう。これから
は、新しい生活概念から生まれた感性や、新しい時代に求められ
る提案が企業の格を決めることになるだろう。生活する人々の視
点に立つエコオンプロジェクトは、これからの商品計画に大きな役
割を果たすことになるだろう。このプロジェクトに参加できることはと
ても意味深く、重大な責任を感じるとともに、未来の環境や生活
提案に参加するというデザイナーとしては誠にやりがいのあるプロ
ジェクトといえる。

エコプロジェクトに参加して
株式会社コボ 代表取締役社長 山村真一

　地球の直径が1mならば、私達が生き
ている空間の厚みは1mmになります。ス
ペースシャトルの飛ぶ宇宙は5cmの高さに
なります。私達は、日常の生活も働くこと
も将来もこのわずか1mmの空間で暮らさ
ざるを得ません。環境との共生は当然であ
り、環境対応化した日常こそが私達の真
の姿です。「eco!on」が、環境対応化し
た日常生活を実感できるように応援したい
と思います。

環境対応化した日常生活を応援
名古屋大学 情報文化学部環境学研究科 教授 佐野充

第三者審査委員の先生方

担当バイヤーとミーティングで
日頃の疑問や要望を直接出し合う

地元産の旬の野菜のオリジナルPOPを
売場に設置

PB商品は実際に使用した感想をPOPにして
消費者仲間に情報提供

住関本部
商品企画開発部
菅野誠一

住関本部
商品開発部バイヤー

千葉哲志
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